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   We have obtained good effect in cases of urinary tract infection by colon 
bacilli after using 209,; Irgafen for intravenous injection. 
   Some cases have had reactions f. ex. pain of blood vessel that we have 
prevented by mixing  20% glucose solution. 




ガイギ ー社に於 てMartin等 に よ り合成 され














を も検討 した のでそれ らの成績 を ここに報 告す
る.本 剤 は イル ガフェン ・ジエタ ノールア ミン
の水溶腋 でイル ガヌエン20%を含有 す る.
臨 床 成 績
我 々は当教室の外莱,入 院患者6例 に20%イルガフ







球(帯),大腸菌 ⊆耕)を 証明 した.20%15ccを2
時間の聞隔で2回静注,注射時}こ血管痛があり,叉悪
心を莱たしたので,そ の後は10%15ccを毎4時 閻
にて3回静注 した.当 日夕刻より頻尿は殆ん ど消失 し
たが,軽 度の排尿痛はあつた.翌 朝には排尿痛 も消失
した.尿 は殆んど清澄 とな り,沈渣に赤血球,白 血球
稲田・後藤・M野 ・ 卜部一尿路感染症に対する20%イルガプエy注射液の治験例 97
第1表 イルガフェソ注射液使用症例の概要




























































ccに混合 して1日2回 静注,3日 間の使用により,







静注 とテトラサイクリソ1目1gの 併用2目間に よ
り,平熱 となり,尿は清澄 となり,湧渣に大腸菌を証
明 しなくなつた.
〔第5例 〕28才,♀ 腎 孟炎.
















































































＼ 轡 釈 列
1、234,6.789
菌 ＼ 、
FDA209一 一 一 一 一 『 十 十 粁
大 腸 菌
(第1例)
一 一 『 『 十 十 十 什 什
〃
(第2例)
『 一 一 十 十 什 朴 甘 什
〃
(第3例)
一 一 一 一 十 十 十 十 軒
即ちイルガフエソの上記各菌に対する発育阻止濃度
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